
	
 

第 428 回つくば分子生命科学セミナー	
TSUKUBA MOLECULAR LIFE SCIENCE SEMINAR 

	

 
演題：茶色い宝石が切り拓く病気ゼロの社会 
演者：福田	真嗣	 先生 

慶應義塾大学先端生命科学研究所	 教授 
JST さきがけ	 株式会社メタジェン	  

日時：2016 年	8 月 12 日（金）	 17:00-18:30	

会場：医学学系棟 483 室	

要旨：	  
	 「茶色い宝石」この言葉が生まれた背景には、長年の腸内フローラ研究で培われた実験技

術や知見、そして近年の技術革新による分析装置のブレイクスルーがあったことに他ならな

い。	

	 ヒトの腸内には数百種類以上でおよそ 100 兆個にもおよぶ腸内細菌が生息しており、腸管

細胞群と密接に相互作用することで、複雑な腸内生態系、すなわち「腸内エコシステム」を

形成している。腸内エコシステムはヒトの健康維持に重要であることが知られているが、そ

のバランスが崩れると大腸癌や炎症性腸疾患といった腸そのものの疾患に加えて、自己免疫

疾患や代謝疾患といった全身性疾患につながることも知られている 1,2。したがってその重要

性から、腸内フローラは異種生物で構成されるわれわれの体内のもう一つの臓器とも捉えら

れるが、一方で個々の腸内細菌がどのように振る舞うことで腸内エコシステムの恒常性維持

に寄与しているのか、すなわち宿主－腸内フローラ間相互作用の分子機構の詳細は不明な点

が多い。われわれはこれまでに、腸内フローラの遺伝子地図と代謝動態に着目したメタボロ

ゲノミクスを基盤とする統合オミクス解析技術を構築し、腸内フローラから産生される短鎖

脂肪酸である酢酸や酪酸が、それぞれ腸管上皮細胞のバリア機能を高めて腸管感染症を予防

することや、免疫応答を抑制する制御性 T 細胞の分化を促すことで、大腸炎を抑制すること

を明らかにした 3,4。他にも、便秘薬摂取による腸内環境改善が慢性腎臓病の悪化抑制に効果

があることも明らかにした 5。このように腸内フローラ由来代謝物質が生体恒常性維持に重要

な役割を担うことが明らかとなったことから、本研究成果を社会実装する目的で、慶應義塾

大学と東京工業大学とのジョイントベンチャーとして株式会社メタジェンを設立した 6。本発

表では、「腸内デザインによる病気ゼロ社会」をキーワードに、科学的根拠に基づく食習慣

の改善、適切なサプリメント開発や創薬など、腸内エコシステムの人為的修飾による新たな

健康維持、疾患予防・治療基盤技術の創出に向けたわれわれの取り組みについて紹介する。	

 

 

 

*TSMMセミナーは、フロンティア医科学専攻(修士)「医科学セミナーII」(担当:久武幸司)、 

生命システム医学専攻 &疾患制御医学専攻(博士)「最先端医学研究セミナー」(担当:熊谷嘉人、島野仁) 

及び「医学セミナー」(担当:専攻各教員)の関連セミナーに相当します。 

連絡先：  筑波大学医学医療系 高橋 智 （内線 7516、satoruta@md.tsukuba.ac.jp） 

 

【筑波分子医学協会（TSMM）】HP  http://www.md.tsukuba.ac.jp/public/tsmm/ 

TSMMセミナー担当 筑波大学医学医療系 塩見健輔(kshiomi@md.tsukuba.ac.jp) 

   


